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定例会

　

６
月
定
例
会
は
、
５
日
に
招
集
さ
れ
、
20
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
条
例
の
改
正
、
７
年
度
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
、
専
決
処
分
、

人
事
案
件
な
ど
10
議
案
を
可
決
・
承
認
・
適
任
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
、
延
べ
13
人
で
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
「
見
守
り
タ
グ
の
検

知
器
」
全
小
学
校
の
校

舎
出
入
り
口
に
設
置

　

見
守
り
タ
グ
を
持
っ
た

人
が
見
守
り
タ
グ
の
検
知

器
内
蔵
の
カ
メ
ラ
付
近
を

通
過
し
た
履
歴
を
、
家
族

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
、
７
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
、
見
守
り

タ
グ
の
検
知
器
を
、
全
小

学
校
の
校
舎
出
入
り
口
に

新
た
に
設
置
す
る
費
用
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問	

設
置
に
よ
る
効
果
は
。

答	

校
舎
出
入
り
口
に
設

置
す
る
こ
と
で
、
児
童
が

登
校
・
下
校
し
た
こ
と
を

保
護
者
等
に
通
知
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

○
稲
美
中
学
校
防
火
設

備
改
修
等
の
費
用
を
予

算
措
置

　

防
火
設
備
改
修
等
に
係

る
設
計
、
監
理
委
託
料
及

び
工
事
請
負
費
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問	

改
修
に
至
っ
た
経
緯

及
び
改
修
箇
所
は
。

答	

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
の

増
築
工
事
に
伴
う
県
へ
の

申
請
の
際
に
、
県
か
ら
の

指
導
で
現
行
の
建
築
基
準

法
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

適
合
し
て
い
な
い
防
火
設

備
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
階
段
部
分
と

そ
れ
以
外
の
区
画
部
分
に

ス
パ
ン
ド
レ
ル
（
延
焼
防

止
帯
）を
設
置
す
る
た
め
、

窓
ガ
ラ
ス
を
法
律
に
適
合

し
た
防
火
設
備
に
改
修
す

る
工
事
等
を
実
施
す
る
。

問	

他
の
学
校
施
設
で
も
、

建
築
後
の
建
築
基
準
法
改

正
に
よ
り
不
適
合
部
分
が

出
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答	

長
寿
命
化
の
改
修
工

事
な
ど
の
際
に
確
認
を
行

っ
て
い
く
。

＝
全
会
一
致
　
可
決
＝

小
学
生
登
下
校
の
見
守
り
強
化

小
学
生
登
下
校
の
見
守
り
強
化

見
守
り
タ
グ
の
検
知
器

見
守
り
タ
グ
の
検
知
器  

増
設
増
設

登校中の小学生（天満東小学校）
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令和 7 年度 一般会計補正予算（第 1 号）

〈第１号〉歳入の主な内容
○�物価高騰対応重点支援地方創生臨時交
付金
� 9,914万円増額
　定額減税不足額給付金を支給するため
の国庫補助金です。

○�財政調整基金繰入金
� 7,006万円増額
　歳入歳出の調整による財政調整基金か
らの繰入金の増です。

〈第１号〉歳出の主な内容
○‌�定額減税不足額給付金給付事業
� 9,681万円増額
　定額減税不足額給付金を支給するため
の費用です。

○中学校施設維持管理事業
� 6,517万円増額
　稲美中学校の防火設備改修等に係る設
計、監理委託料及び工事請負費の新設です。

・日　時：‌�８月５日（火）　14：10～15：40
・場　所：議場（役場本館３階）
・子ども議員：‌�14人（町内の5小学校・2中学校から各2人）
　当日、議会の様子を、役場新館1階ロビーで放送
します。
　また、ライブ中継をインターネット
で配信します。右記のサイトからご覧
いただけます。

【問合先】 議会事務局　☎ 079-492-9147

＝　全会一致　可決　＝

補正増額　１億 7,826 万円　　総額　132 億 1,753 万円
定額減税不足額給付金給付事業費などを増額

○
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
「
国
会
議
員
の
選
挙
等

の
執
行
経
費
の
基
準
に
関

す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴

い
、
当
町
の
選
挙
に
お
け

る
管
理
者
や
立
会
人
等
の

報
酬
額
を
、
国
の
基
準
額

に
合
わ
せ
て
改
正
し
ま
す
。

主
な
質
疑

問	
人
口
規
模
な
ど
を
考

慮
し
、
自
治
体
の
裁
量
で

国
の
示
す
基
準
額
と
異
な

る
金
額
の
設
定
は
可
能
か
。

答	

可
能
で
あ
る
が
、
今

回
は
、
近
隣
市
町
の
動
向

も
調
査
し
、
国
の
基
準
額

に
合
わ
せ
て
い
る
。

＝
全
会
一
致
　
可
決
＝

　

普
通
教
室
棟
に
、
昇
降

機
棟
を
増
築
し
ま
す
。

　

昇
降
機
棟
は
鉄
骨
造
で

３
階
建
、
昇
降
機
の
定
員

は
11
人
、
積
載
量
は
７
５

０
㌕
で
す
。

＝
全
会
一
致
　
可
決
＝

入 札 方 法　‌�郵便応募型条件付き	
一般競争入札

契約の相手方　山本建設㈱
契　約　額　6,248万円
工　　　　期　7.6.21～8.3.31

稲
美
中
学
校
昇
降
機
棟
増
築
等
工
事

�

請
負
契
約
を
可
決

改
正
さ
れ
た
条
例

★町制施行70周年記念★

「子ども議会」を
開催します
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議案などの審議結果【6月定例会】
賛否の分かれた議案

議　案　名
賛
成
反
対

議
決
結
果

議
決
日

松
村　

芳
樹

小
笠　

竜
広

藤
田　

義
光

小
山　

裕
美

大
山　

和
明

樋
口　

瑞
佳

山
田　

立
美

河
田
公
利
助

山
口　
　

守

大
路　
　

恒

池
田　

博
美

長
谷
川
和
重

関
灘　

真
澄

木
村　

圭
二

人事案件 人権擁護委員候補者の推薦 12 1 適任 6/5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－○ ×

その他 和解することについて 11 2 可決 6/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○－○ ×

〔表示例〕○………賛成　×………反対
※議長は採決に加わりませんので「－」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全員が賛成した議案

議　案　名 議決日

条　例
▶専決処分書（税条例の一部改正）　▶専決処分書（国民健康保険税条例の一部改正）　▶高齢期移
行者福祉医療費助成条例及び重度障害者・母子家庭等福祉医療費助成条例の一部改正　▶特別職の職
員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正　▶税条例の一部改正　

6/20

７年度
予　算 ▶一般会計補正予算（第1号）　▶介護保険特別会計補正予算（第1号） 6/20

契　約 ▶稲美中学校昇降機棟増築等工事請負契約の締結 6/20

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

中な
か

谷た
に　
和か

ず

枝え

氏
を
適
任
と

認
め
ま
し
た
。

�
（
再
任
）

住
所　

稲
美
町
印
南

　

任
期
は
、
10
年
12
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

〈
反
対
〉　
木
村　
圭
二　

　

町
長
就
任
後
、
人
事
提

案
で
「
変
わ
っ
た
な
」
と

思
え
る
も
の
が
な
い
。
弁

護
士
な
ど
第
三
者
的
な
人

を
推
薦
す
べ
き
だ
。

〈
賛
成
〉　
関
灘　
真
澄　

　

教
職
員
経
験
が
長
く
、

専
門
的
に
幅
広
い
見
識
を

高
く
持
っ
て
お
ら
れ
る
人

で
あ
る
。
更
に
経
験
を
生

か
し
て
頂
き
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　
山
田　
立
美　

　

中
谷
和
枝
氏
は
豊
富
な

教
職
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

て
広
く
社
会
の
実
情
に
通

じ
、
人
格
識
見
共
に
最
適

な
人
物
な
の
で
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　
適
任
＝

（
賛
成
12
、
反
対
１
）

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

２
月
12
日
、
い
な
み
野

体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

管
理
棟
女
子
ト
イ
レ
に
正

当
な
理
由
な
く
侵
入
し
た

者
に
よ
る
利
用
者
の
靴
の

中
敷
の
窃
盗
及
び
盗
撮
の

行
為
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
造
物
侵
入
に
関
し
て
、

こ
の
行
為
を
行
っ
た
相
手

方
と
町
が
、
町
へ
の
和
解

金
の
支
払
い
な
ど
の
和
解

条
項
に
よ
り
和
解
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
反
対
〉　
河
田
公
利
助　

　

体
育
館
に
侵
入
し
女
子

ト
イ
レ
の
盗
撮
と
窃
盗
は
、

被
害
者
感
情
や
住
民
の
信

頼
を
著
し
く
損
な
う
行
為

で
到
底
容
認
で
き
な
い
。

〈
賛
成
〉　
関
灘　
真
澄

　

被
害
者
と
被
疑
者
間
で

示
談
が
成
立
し
て
い
る
の 

で
、
当
町
の
和
解
は
迅
速

な
解
決
法
で
あ
る
。
法
的 

秩
序
の
維
持
と
判
断
す
る
。

〈
反
対
〉　
木
村　
圭
二　

　

住
民
の
安
全
と
信
頼
を

脅
か
す
犯
罪
で
あ
り
厳
罰

を
求
め
る
べ
き
だ
。
和
解

で
は
住
民
の
安
全
確
保
と

再
発
防
止
に
な
ら
な
い
。

〈
賛
成
〉　
小
笠　
竜
広　

　

被
害
者
、
被
疑
者
間
で

和
解
が
す
で
に
成
立
し
て

い
る
。
成
立
し
て
い
る
以

上
、
和
解
を
尊
重
し
、
よ

っ
て
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　
山
田　
立
美　

　

被
疑
者
は
既
に
立
件
さ

れ
、
被
害
者
と
和
解
も
成

立
し
た
う
え
で
、
本
町
に

謝
罪
と
和
解
を
求
め
て
い

る
こ
と
な
の
で
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　
可
決
＝

（
賛
成
11
、
反
対
２
）

討
論
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※登壇順（質問順）に掲載しています。

のある質問事項を掲載しています。

一般質問一般質問6月定例会

まちづく
りをどう

する

質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

関灘　真澄 6
①当町にとっての「基幹相談支援センター」の重要性を問う
②指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）について
③防災リーダーの育成を問う ④有機フッ素化合物（PFAS）汚染の当町の現状を問う

山田　立美 6
①諸物価高騰に対する生活支援の取り組みを問う
②令和7年産主食用米の生産計画について
③西和田地区、寺田用水水路の整備計画を問う

河田 公利助 7
①学校施設と通学路の安全対策は
②町施策における播磨臨海地域道路は
③アーバンスポーツ施設整備の現状は

木村　圭二 7
①53億円の財政調整基金を住民生活支援に活用を ②第三セクターでのエネルギーの地産地消を問う
③登下校防犯プランに基づき見守りカメラ設置を ④天満東幼稚園の今後と3歳児教育を問う
⑤親子方式で幼稚園給食実施を ⑥任意団体であるPTAと教員の業務を問う ⑦国安小池公園整備を問う

松村　芳樹 8
①町立小中学校の学校給食の実情と取組みについて
②食料供給困難事態対策法施行による行政の農業関係者と事業者への業務フローについて
③地域福祉計画の実施状況と第2次地域福祉計画に向けた方向性について

山口　　守 8
①危険な箇所の溝掃除は ②スポーツ施設の予約は
③ジャンボタニシの対策を
④住宅の省エネ促進策は

樋口　瑞佳 9
①中学校部活動の地域展開の状況は
②子どもや若者のための屋内施設開放・自習室の増設を
③高齢者・障がい者権利擁護支援センターの設置を

池田　博美 9
①「稲美町民憲章」の見直しを ②町立幼稚園の統廃合の検討を
③生徒が学習する自習室の確保を
④水稲作付けの推進を

大山　和明 10
①住民におこめ券を配る自治体が相次ぐ
②地域公共交通の維持・確保と将来像について
③運用の始まった見守りカメラ整備事業について

藤田　義光 10
①町内の小中学校体育館に空調機設置を
②稲美町に女性消防団の部を設立しては
③天満大池公園の樹木について

小山　裕美 11
①子どもの安心を守る制度活用と教育推進を
②ふるさと納税で町を元気に
③日常の中でできる見守り活動の可能性について

小笠　竜広 11
①学校への防犯対応教育の導入について

②小中学校の空調設備設置の進
しん

捗
ちょく

状況と学校開放等での施設利用状況について

大路　　恒 12
①「播磨臨海地域道路」が教育環境に及ぼす影響は

②し尿収集業者に合特法の適用を
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うっそうと茂る寺田用水水路

町内クーリングシェルター設置マーク
（環境省熱中症予防情報サイトより抜粋）

　

本
年
度
の
諸
物
価
高
騰

に
対
す
る
生
活
支
援
は
。

経
営
政
策
部
長　
水
道
基

本
料
金
の
４
カ
月
分
無
料

化
や
学
校
給
食
の
保
護
者

負
担
の
軽
減
、
給
付
金
給

付
事
業
で
非
課
税
世
帯
の

支
援
を
行
う
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

県
農
業
活
性
化
協
議

　

昨
年
か
ら
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
の

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

の
開
放
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
今
年
度
は
町
内
で
12

カ
所
が
指
定
さ
れ
た
が
、

施
設
が
遠
方
で
利
用
が
難

し
い
。
身
近
な
商
店
や
企

業
店
舗
と
連
携
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長　
他
市
町

の
取
組
状
況
等
も
研
究
し
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

当
町
で
の
重
要
性
を
問
う

健
康
福
祉
部
長　
い
つ
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
中

核
的
な
窓
口
で
あ
る
。

クーリングシェルターの設置は
今年度は12カ所を指定している経済環境部長

諸
物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援
は

水
道
料
金
や
給
食
費
な
ど
で
支
援
す
る

関
せき

 灘
なだ

　真
ま

 澄
すみ

山や
ま 

田だ

　
立た
つ 

美み

会
が
示
す
当
町
の
主
食
用

米
生
産
目
安
の
面
積
換
算

値
は
７
７
９
㌶
だ
が
、
実

際
の
作
付
面
積
は
。

経
済
環
境
部
長　
昨
年
度

実
績
は
、
７
５
１・
２
㌶

と
な
っ
て
い
る
。

　

主
食
用
米
増
産
計
画
は
。

経
済
環
境
部
長　
飼
料
用

米
か
ら
主
食
用
米
へ
の
転

換
な
ど
に
よ
り
、
増
産
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

西
和
田
地
区
の
寺
田
用

水
水
路
は
農
業
用
水
路
と

し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
。

経
済
環
境
部
長　
農
業
用

水
路
と
し
て
で
は
な
く
、

農
業
用
排
水
路
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　

寺
田
用
水
水
路
は
２
年

前
の
復
旧
工
事
以
降
、
水

は
け
が
悪
く
な
り
、
汚
水

が
た
ま
っ
て
い
る
が
。

経
済
環
境
部
長　
町
内
の

同
様
の
水
路
を
把
握
し
た

う
え
で
、
全
体
を
考
慮
し

た
改
善
策
を
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

　

災
害
時
の
「
互
助
」
の

充
実
に
向
け
提
案
す
る
。

経
済
環
境
部
長　
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
の
強
化
を
図
る
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染

問
題　
県
か
ら
の
情
報
は

　

身
近
な
製
品
に
使
用
さ

れ
、
水
質
や
土
壌
へ
の
影

響
が
心
配
だ
。

経
済
環
境
部
長　
県
か
ら

は
、
県
環
境
研
究
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
引
き
続
き

実
態
把
握
と
健
康
被
害
に

関
す
る
情
報
発
信
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
。

経
営
政
策
部
長
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店頭にならぶ備蓄米

　

全
国
で
学
校
に
侵
入
す

る
事
件
が
起
き
て
い
る
。

授
業
中
の
門
の
開
閉
と
訪

問
者
確
認
の
徹
底
を
。

教
育
政
策
部
長　
幼
小
で

は
登
校
（
園
）
後
は
門
扉

を
施
錠
し
、
教
職
員
が
来

校
者
を
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で

確
認
し
て
い
る
。
今
後
も

子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
の

　

物
価
高
騰
が
続
き
コ
メ

の
価
格
も
高
騰
し
て
い
る
。

　

53
億
円
の
財
政
調
整
基

金
の
一
部
を
取
り
崩
し
て
、

お
コ
メ
券
の
配
布
や
商
品

券
の
配
布
を
。

経
営
政
策
部
長　
水
道
基

本
料
金
の
４
カ
月
分
の
無

料
化
な
ど
の
事
業
効
果
を

見
な
が
ら
、
追
加
の
対
策

が
必
要
か
検
討
し
た
い
。

幼
稚
園
給
食
実
施
を

　

親
子
方
式
の
幼
稚
園
給

食
実
施
を
求
め
て
き
た
。

町
長
も
「
次
は
幼
稚
園
給

食
と
思
っ
て
い
る
」
と
委

員
会
で
答
弁
し
て
い
る
。

教
育
政
策
部
長　
時
期
を

基金を取り崩しコメ券の配布を
経営政策部長 事業効果を見ながら検討したい

学
校
施
設
と
通
学
路
の
安
全
対
策
は

安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
る

河か
わ 

田た

　
公く 

利り 

助す
け

木
き

 村
むら

　圭
けい

 二
じ

安
全
安
心
確
保
に
努
め
る
。

　

通
学
路
の
見
守
り
カ
メ

ラ
増
設
や
「
ゾ
ー
ン
30
プ

ラ
ス
」
の
設
定
を
。

経
済
環
境
部
長　
見
守
り

カ
メ
ラ
増
設
は
、
警
察
や

自
治
会
、
関
係
機
関
等
の

意
見
を
参
考
に
検
討
す
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は
、

通
学
路
交
通
安
全
対
策
協

議
会
で
協
議
す
る
。ま
た
、

法
改
正
に
よ
り
８
年
９
月

１
日
か
ら
生
活
道
路
の
自

動
車
法
定
速
度
が
時
速

30
㌖
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

た
め
、
周
知
に
努
め
る
。

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
の
現
状
は

　

国
の
交
付
金
を
検
討
し

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
対

象
と
な
る
交
付
金
事
例
が

確
認
で
き
、申
請
手
続
中
。

工
事
開
始
は
交
付
決
定
後

の
た
め
、
完
成
時
期
が
予

定
よ
り
遅
れ
る
見
込
み
。

示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

検
討
し
た
い
。

幼
稚
園
の
統
合
を

教
育
政
策
部
長　
今
後
の

園
児
数
の
推
移
や
幼
稚
園

の
規
模
適
正
等
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

任
意
団
体
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
教
員
の
校
務
を
問
う

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
業
務
を
分
掌

表
で
校
務
と
し
て
い
る
な

ら
不
適
切
だ
。
削
除
を
。

教
育
政
策
部
長　
小
中
の

う
ち
３
校
で
渉
外
業
務
と

し
て
分
掌
表
に
明
記
し
て

い
る
。
渉
外
は
文
科
省
も

教
員
の
職
務
と
し
て
い
る
。

教
育
政
策
部
長

（注）‌�ゾーン 30 プラス
　最高速度 30km/h の区域規制と、
ハンプや狭さくなどの物理的なデバ
イスを組み合わせ、歩行者や自転車
が安心して通行できる空間を整備す
る取り組み

（注）‌�分掌表
　学校運営を効率的に進めるために、
教職員の役割や担当を明確に整理し
た表のこと

（
注
）

交通安全対策が望まれる交差点
（県道宗佐土山線の天満橋付近）

（
注
）
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令和 8 年度の開始に向け
第 2 次稲美町地域福祉計画が

策定されている

県道沿いの側溝

　

県
道
沿
い
の
側
溝
な
ど

溝
掃
除
の
際
、
危
険
を
伴

う
箇
所
の
対
応
は
。

地
域
整
備
部
長　
側
溝
や

水
路
の
管
理
者
を
案
内
す

る
。
町
道
の
場
合
は
現
地

を
確
認
し
相
談
に
応
じ
る
。

　

県
内
で
は
、
道
路
愛
護

活
動
に
助
成
金
を
交
付
し

て
い
る
市
も
あ
る
。
当
町

で
も
検
討
し
て
は
。

地
域
整
備
部
長　
近
隣
市

町
の
状
況
や
実
績
等
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

住
宅
の
省
エ
ネ
化
推
進

　

国
の
子
育
て
グ
リ
ー
ン

住
宅
支
援
事
業
に
は
断
熱

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
等
が
盛

　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
給
食

で
は
黙
食
が
行
わ
れ
て
い

た
。
給
食
時
間
が
よ
り
よ

い
人
間
関
係
の
形
成
の
場

と
な
る
よ
う
、
現
在
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
は
。

教
育
政
策
部
長　
楽
し
く

食
事
を
す
る
場
と
し
、
友

人
と
の
会
話
を
通
じ
、
社

会
性
や
協
調
性
を
育
め
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

食
料
供
給
困
難
事
態
対
策

法
施
行
に
よ
る
町
の
業
務

は
　

本
法
律
の
適
用
時
、
生

産
者
へ
の
生
産
転
換
の
要

求
や
食
料
の
配
給
の
判
断
、

物
資
の
確
保
は
町
が
行
う

の
か
。

経
済
環
境
部
長　
本
法
に

お
け
る
町
の
役
割
は
詳
細

に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
国

ま
た
は
県
か
ら
の
通
知
が

あ
れ
ば
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

第
２
期
地
域
福
祉
計
画
策

定
に
向
け
て

　

町
に
必
要
な
地
域
福
祉

の
実
現
に
向
け
て
、
第
２

期
地
域
福
祉
計
画
に
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が

必
要
と
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　
策
定
委

員
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
必
要
性
等
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
む
。

道路の溝掃除に助成は
近隣市町の状況等を調査研究する地域整備部長

中
学
校
の
適
切
な
給
食
時
間
は

概
ね
35
分
程
度
が
適
切
な
時
間
の
目
安

松ま
つ 

村む
ら

　
芳よ
し 

樹き

山
やま

 口
ぐち

　　守
まもる

り
込
ま
れ
て
い
る
。
情
報

提
供
も
含
め
、
住
宅
の
省

エ
ネ
推
進
を
図
る
施
策
は
。

経
済
環
境
部
長　
町
も
同

支
援
事
業
の
周
知
を
図
り

た
い
。
ま
た
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
住

宅
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
対
す
る
補
助
金
制

度
を
推
進
し
て
い
く
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

　

期
間
を
決
め
、
助
成
金

も
含
め
た
町
全
体
の
取
り

組
み
が
必
要
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
地
域
一

体
で
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

教
育
政
策
部
長
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少
子
化
が
進
み
、
働
く

保
護
者
が
増
え
る
中
、
町

立
幼
稚
園
の
園
児
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
。
適
正
な

集
団
規
模
を
考
え
る
と
、

園
の
統
廃
合
を
検
討
す
る

時
が
き
た
と
判
断
す
る
。

教
育
政
策
部
長　
幼
稚
園

と
し
て
望
ま
し
い
集
団
規

模
の
確
保
の
た
め
、
就
学

　

指
導
者
の
確
保
は
人
口

の
少
な
い
町
村
は
大
変
な

課
題
で
あ
る
。
町
独
自
の

人
材
バ
ン
ク
が
必
要
で
は
。

教
育
政
策
部
長　
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
団

体
、
指
導
者
に
手
を
挙
げ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

る
。
町
独
自
の
人
材
バ
ン

ク
は
今
後
事
業
を
進
め
る

う
え
で
参
考
に
す
る
。

子
ど
も
・
若
者
の
屋
内
施

設
開
放
・
自
習
室
増
設
を

　　

温
暖
化
で
夏
場
は
屋
外

で
遊
べ
な
い
。夏
休
み
中
、

小
中
学
校
の
教
室
開
放
を
。

教
育
政
策
部
長　
趣
旨
は

理
解
で
き
る
が
、
現
状
は

中学校部活動の地域展開の状況は
10 年９月開始を目指し協議中

幼
稚
園
統
廃
合
の
検
討
を

園
児
数
等
の
推
移
を
見
て
検
討

樋
ひ

 口
ぐち

　瑞
みず

 佳
か

池い
け 

田だ

　
博ひ
ろ 

美み

今後のあり方の検討が求められる
幼稚園（加古幼稚園）

稲美町の地域クラブの試行は吹奏楽部・サッカー部・
バスケットボール部・陸上部がある

前
児
童
数
の
推
移
や
適
正

規
模
等
を
踏
ま
え
て
再
編

を
計
画
し
、
幼
児
教
育
の

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
幼
稚
園
の
あ
り
方

の
検
討
時
期
は
、
町
全
体

の
施
策
と
の
調
整
が
必
要
。

水
稲
作
付
け
の
推
進
を

　

コ
メ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
コ
メ
不
足
が
発

生
し
、
販
売
価
格
は
昨
年

の
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
消
費
者
に
と
っ
て
は

価
格
高
騰
で
生
活
に
打
撃

と
な
っ
て
い
る
が
、
生
産

者
に
と
っ
て
は
、
肥
料
や

資
材
の
高
騰
に
耐
え
得
る

価
格
と
な
っ
て
い
る
。
98

％
の
食
料
自
給
率
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
作
付
面

積
の
維
持
拡
大
を
。

経
済
環
境
部
長　
７
年
の

作
付
面
積
は
拡
大
傾
向
で

あ
る
。
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
進
む
中
、
営
農
組

合
の
法
人
化
や
農
作
業
の

省
力
化
等
の
推
進
を
図
る
。

難
し
い
。
可
能
な
取
り
組

み
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利

擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

を
　

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ

ー
や
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
予
定
は
。

健
康
福
祉
部
長　
第
２
期

稲
美
町
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
委
員
会
の
協
議
を
踏

ま
え
、
セ
ン
タ
ー
設
置
の

必
要
性
等
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
う
。

　

町
内
、
成
年
後
見
人
制

度
の
利
用
者
数
は
。

健
康
福
祉
部
長　
約
70
人

で
あ
る
。

教
育
政
策
部
長

教育政策部長
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今
年
の
夏
の
暑
さ
を
考

え
る
と
、
体
育
館
へ
の
空

調
機
設
置
は
早
急
な
課
題

で
は
な
い
か
。

教
育
政
策
部
長　
小
中
学

校
の
体
育
館
は
、
災
害
時

の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
防
災
の
観
点

か
ら
の
必
要
性
も
踏
ま
え
、

財
源
確
保
や
設
置
時
期
な

　

コ
メ
の
高
騰
、
品
薄
で

困
っ
て
い
る
町
民
が
、
安

心
し
て
コ
メ
が
購
入
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
。

経
済
環
境
部
長　
政
府
は

備
蓄
米
の
放
出
、
県
は
は

ば
タ
ン
Ｐ
ａ
ｙ
＋
の
追
加

販
売
、
町
は
10
％
分
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販

売
な
ど
で
支
援
し
て
い
る
。

公
共
交
通
の
将
来
像
は

　

国
は
法
改
正
に
よ
り
地

域
公
共
交
通
の
改
善
や
移

動
手
段
の
確
保
を
求
め
て

い
る
が
、
当
町
の
公
共
交

通
の
現
状
と
将
来
像
は
。

経
営
政
策
部
長　
既
存
の

公
共
交
通
を
維
持
し
つ
つ
、

増えているおこめ券を配る自治体
当町ではおこめ券は考えていない

小
中
学
校
体
育
館
に
空
調
機
設
置
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
る

大
おお

 山
やま

　和
かず

 明
あき

藤ふ
じ 

田た

　
義よ
し 

光み
つ

店舗のおコメ販売コーナー
国産備蓄米を販売

空調機設置を待つ稲美中学校体育館

ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
検
討
し
て
い
る
。

稲
美
町
に
女
性
消
防
団
の

部
を
設
立
し
て
は

　

消
防
団
の
な
り
手
不
足

を
補
う
た
め
、
女
性
消
防

団
員
を
町
の
広
報
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
募
集
し
、
当
町
に
女

性
消
防
団
の
部
を
設
立
し

て
は
。

経
済
環
境
部
長　
現
在
、

消
防
団
員
募
集
に
対
し
女

性
か
ら
の
応
募
は
な
い
が
、

女
性
消
防
団
員
の
活
動
の

場
と
し
て
、
地
域
ま
た
は

本
部
付
け
の
活
動
が
想
定

さ
れ
る
。
地
域
で
の
活
動

の
場
合
、
地
域
内
の
女
性

消
防
団
員
の
確
保
や
施
設

改
修
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

一
方
、
本
部
で
の
活
動
の

場
合
、
活
動
機
会
や
組
織

の
運
営
方
法
な
ど
の
検
討

が
課
題
と
な
る
。
募
集
方

法
な
ど
も
含
め
、
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
利

便
性
の
高
い
移
動
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い

る
。
今
後
も
時じ

流り
ゅ
うを
捉
え

た
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
確
保
に
努
め
る
。

見
守
り
カ
メ
ラ
の
整
備
は

　

町
が
設
置
す
る
見
守
り

カ
メ
ラ
と
自
治
会
設
置
の

見
守
り
機
能
が
な
い
防
犯

カ
メ
ラ
の
各
設
置
基
準
は
。

経
済
環
境
部
長　
見
守
り

カ
メ
ラ
は
犯
罪
の
抑
止
や

事
件
の
早
期
解
決
等
の
目

的
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
自

治
会
内
の
道
路
や
公
園
等

を
撮
影
す
る
目
的
で
設
置

さ
れ
て
い
る
。

経済環境部長

教
育
政
策
部
長
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こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、

来
年
度
に
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ

を
導
入
す
る
方
針
を
示
す

な
ど
、
性
被
害
防
止
に
向

け
た
体
制
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
現
在
の
当
町

に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

教
育
政
策
部
長　
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
指
針
を
作
成

し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

　

町
内
小
中
学
校
に
お
け

る
空
調
設
備
設
置
の
今
後

の
計
画
は
。

教
育
政
策
部
長　
小
中
学

校
の
体
育
館
に
つ
い
て
、

災
害
時
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
防
災

の
観
点
か
ら
の
必
要
性
も

踏
ま
え
、
財
源
確
保
や
設

置
時
期
等
を
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

　

学
校
開
放
や
学
校
授
業

等
で
も
武
道
場
が
多
く
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
空
調

設
備
を
設
置
し
な
い
の
か
。

教
育
政
策
部
長　
教
育
委

員
会
で
は
、
空
調
機
設
置

は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

活
動
に
関
わ
る
部
分
、
避

学校施設の空調設備設置計画は
教育政策部長 体育館への設置を検討している

性
被
害
防
止
に
向
け
た
啓
発
や
周
知
は

非
違
行
為
防
止
の
周
知
を
行
っ
て
い
る

小こ 

山や
ま

　
裕ゆ
う 

美み

小
お

 笠
がさ

　竜
たつ

 広
ひろ

い
良
好
な
学
校
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
が
性
の
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
自
分

を
守
る
た
め
の
教
育
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
政
策
部
長　
子
ど
も

の
発
達
段
階
に
応
じ
、
保

育
活
動
や
学
校
教
育
活
動

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

外
部
講
師
や
専
門
家
と

の
連
携
、
幼
小
中
と
連
続

性
の
あ
る
指
導
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
。

教
育
政
策
部
長　
校
長
会

や
園
長
会
で
伝
え
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

経
営
政
策
部
長　
制
度
改

正
の
影
響
も
あ
り
、
寄
附

額
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
返
礼
品
な
ど

の
開
拓
や
充
実
に
努
め
る
。

　

返
礼
品
提
供
事
業
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
は
ど
う
か
。

経
営
政
策
部
長　
相
談
や

総
務
省
の
基
準
に
沿
っ
た

助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

難
者
支
援
に
関
わ
る
部
分

を
優
先
に
計
画
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
設
置
が
全

て
完
了
し
て
い
な
い
状
況

で
武
道
場
へ
の
設
置
に
ま

で
計
画
は
及
ん
で
い
な
い
。

　

防
犯
対
応
教
育
と
し
て
、

町
内
の
学
校
で
武
道
の
指

導
者
に
よ
る
護
身
術
の
特

別
授
業
を
導
入
し
て
は
。

教
育
政
策
部
長　
中
学
校

で
は
、
保
健
体
育
科
の
授

業
で
柔
道
を
指
導
し
て
お

り
、
そ
れ
以
外
の
武
道
を

指
導
す
る
予
定
は
な
い
。

不
審
者
対
応
は
、
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
努
め
る
。

空調と網戸の設置が求められる学校施設
（稲美北中学校武道場）

教
育
政
策
部
長

（注）‌�DBS
　（Disclosure and Barring Service：
犯罪証明管理および発行システム）
　子どもの安全確保のために、子ど
もに接する仕事に就く人に対して、犯
罪歴の照会を義務付ける制度のこと

（
注
）

性被害防止への関心が高まるなか
安心して学べる学校環境づくりを
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議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
　町議会では、予算や条例をはじめ行政に対する
一般質問など、住みよいまちづくりをめざして審
議をしています。
　本会議、委員会ともに、開催の1時間前から傍聴
の受け付けを始めます。

　なお、要約筆記、手話通訳が必要な方は、１週間
前までにお問い合わせください。
　議会がどのように運営されているか、ぜひこの
機会に傍聴してみませんか。

★本会議の傍聴
１．�受付場所は役場３階の議場前で、傍聴席は27席
設けています。（先着順）そのうち、３席はヘッ
ドホンを設置し、明瞭な音声を聴きとることが
できるようにしています。また、車椅子でも傍
聴できます。

２．�傍聴人受付票に住所・氏名・年齢を記入のうえ、
傍聴人受付箱に投函してください。

※‌�１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも議
会の様子を生中継でご覧いただけます。また、一
般質問の録画放送を本会議終了後に行います。

★委員会の傍聴
１．�受付場所は議会事務局で、傍聴席は10席設けて

います。（先着順）
２．�傍聴人受付票に住所・氏名・年齢を記入のうえ、

傍聴人受付箱に投函してください。
※�日程及び調査内容は、決まり次第稲美町のホーム
ページに掲載します。
　調査内容の変更がある場合もありますので、詳し
い日程は、議会事務局までお問い合わせください。

次回の定例会の日程（予定）
と　　き 予定されている主な内容

8月28日（木）9:30～ 議案の提案理由の説明
9月  9日（火）9:30～ 一般質問
9月10日（水）9:30～ 一般質問
9月12日（金）9:30～ 議案に対する質疑・討論・表決
9月25日（木）9:30～ 議案に対する質疑・討論・表決
9月26日（金）9:30～ 議案に対する質疑・討論・表決

令和６年度 決算特別委員会の日程（予定）
と　　き

9月16日（火）９:30～
9月17日（水）９:30～
9月19日（金）９:30～
9月22日（月）９:30～
9月24日（水）９:30～（予備日）

【問合先】
議会事務局　☎０７９－４９２－９１４７（直通）

　

播
磨
臨
海
地
域
道
路
は
、

ル
ー
ト
上
に
存
在
す
る
住

宅
だ
け
で
な
く
天
満
南
幼

稚
園
や
天
満
南
小
学
校
を

直
撃
し
、
騒
音
や
振
動
な

ど
教
育
環
境
の
破
壊
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
当
該
道

路
は
、
事
業
主
体
が
明
確

で
な
く
、
各
市
町
の
財
政

負
担
も
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
。
計
画
は
中
止
す
る

べ
き
だ
。　
　
　

地
域
整
備
部
長　
当
該
道

路
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、

住
民
や
町
内
企
業
の
交
通

利
便
性
の
向
上
や
新
た
な

土
地
利
用
の
需
要
の
高
ま

り
が
期
待
で
き
、
町
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
と
調
整
を
図
り
、
天

満
南
幼
稚
園
や
天
満
南
小

学
校
の
教
育
環
境
の
維
持

に
努
め
る
。
現
時
点
で
は

事
業
手
法
・
事
業
主
体
は

未
定
で
あ
り
、
各
市
町
の

財
政
負
担
は
不
明
で
あ
る
。

　

し
尿
収
集
業
者
に
合
特

法
の
適
用
を
。

経
済
環
境
部
長　
今
後
、

農
業
集
落
排
水
施
設
が
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て
も
、

合
併
浄
化
槽
の
汚
泥
は
一

定
量
発
生
す
る
。
ま
た
、

河
川
美
化
業
務
や
墓
地
管

理
業
務
な
ど
の
代
替
業
務

に
よ
る
支
援
を
引
き
続
き

行
う
。

播
磨
臨
海
地
域
道
路
は
中
止
す
べ
き

町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

大お
お 

路じ

　 

恒ひ
さ
し

地
域
整
備
部
長

（注）合特法（下水道の整備等に伴
う一般廃棄物処理業者等の合理化に
関する特別措置法）
　下水道整備によって影響を受ける
し尿処理業者などの一般廃棄物処理
業者の事業を、国や自治体が支援す
る法律

（
注
）

農業集落排水施設 ( 加古クリーンセンター )
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令和6年度 令和6年度 政務活動費の収支報告をお知らせします政務活動費の収支報告をお知らせします
★政務活動費とは？
　政務活動費は、町議会議員の調査研究のために必要な経費の一部として、会派または議員の申請に基づき１人
当たり月額10,000円（年額120,000円）を交付しています。令和６年度は、14人中13人が申請しました。
★収支報告は？
　会派の代表者または議員は、年度終了後30日以内に証拠書類（１円以上の領収書すべて）を添えて収支報告書
を議長に提出し、残額は返還することになっています。
　なお、より詳しい内容をお知りになりたい場合は、収支報告書閲覧請求書を提出していただきますと、開示決
定後に政務活動費収支報告書等を議会事務局にて閲覧していただけます。
　令和6年度の各会派及び議員の交付確定額、支出額、返還額は、下表のとおりです。

★どんなことに使っているの？
　次のような基準に従って使っています。

令和６年度　政務活動費収支報告（令和６年４月～令和７年３月）　　　　　　　（単位：円）
会派名または議員名 交付確定額 支出額合計 支出内訳 返還額 主な支出内容調査研究費 研修費 会議費 資料購入費

万葉クラブ（2人）
所属議員：‌�池田　博美	

河田　公利助
240,000 239,214 98,850 46,524 0 93,840 786

先進地調査	
研修会参加	
図書購入

志成会（2人）
所属議員：‌�山田　立美	

樋口　瑞佳
240,000 168,328 0 152,928 0 15,400 71,672 研修会参加	

図書購入

稲美新風会（４人）（９～３月）
所属議員：‌�関灘　真澄	

藤田　義光	
松村　芳樹	
小笠　竜広

280,000 263,221 176,816 47,805 1,500 37,100 16,779
先進地調査	
研修会参加	
会議開催	
図書購入

関灘　真澄（4～8月） 50,000 18,407 18,407 0 0 0 31,593 先進地調査
藤田　義光（4～8月） 50,000 33,957 33,957 0 0 0 16,043 先進地調査
松村　芳樹（4～8月） 50,000 17,707 17,707 0 0 0 32,293 先進地調査
小笠　竜広（4～8月） 50,000 0 0 0 0 0 50,000

大山　和明 120,000 12,990 0 1,000 0 11,990 107,010 研修会参加
図書購入

大路　　恒 0 （申請していない）

木村　圭二 120,000 118,085 100,760 0 0 17,325 1,915 先進地調査図書購入
小山　裕美 120,000 0 0 0 0 0 120,000
長谷川　和重 120,000 48,440 48,440 0 0 0 71,560 先進地調査

山口　　守 120,000 113,973 0 107,285 0 6,688 6,027 研修会参加
図書購入

合　計 1,560,000 1,034,322 494,937 355,542 1,500 182,343 525,678

経　費 内　　　　　容

調査研究費 会派または議員が行う町の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経費
（調査委託費、交通費、宿泊費、視察料、資料印刷費）

研 修 費
会派または議員が行う研修会、講演会等の実施に要する経費並びに団体等が開催する研修会、講演会等へ
の参加に要する経費
（会場・機材借り上げ費、講師謝金、資料印刷費、会費、交通費、宿泊費）

会 議 費
会派または議員が行う各種会議、住民相談会等に要する経費並びに団体等が開催する意見交換会等各種
会議への参加に要する経費
（会場・機材借り上げ費、交通費、資料印刷費）

資料購入費 会派または議員が行う活動のために必要な図書、資料の購入、利用等に要する経費
（図書購入費、資料購入・借り上げ費）

議会映像をインターネットで配信しています議会映像をインターネットで配信しています
　議会開催時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマート
フォンなどで視聴できます。詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像
インターネット配信」をご覧ください。
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テニス壁打ち・ボール遊びエリア

N

W.C

W.C

W.C

遮音フェンス H=4,000mm

P
C
フ
ェ
ン
ス

 
H
=
1
,
0
0
0
m
m

PCフェンス H=1,800mm

P
C
フ

ェ
ン

ス
 
H
=
1
,
8
0
0
m
m

・3ｘ3コート舗装：２面

アーバンスポーツ施設整備工事 平面図

PCフェンスH=4,000mm

PCフェンスH=4,000

防犯カメラ：１基
防犯カメラ：１基

① ボール

② クォーターパイプ

③ ウォール

④ クォーターパイプ

⑤ フラットバンク

⑥ ダウンtoフラットレール

⑦ ステア５段

⑧ ダウンレール

⑨ ダウンtoフラットレッジ

⑩ ライン

⑪ 御影石カーブボックス

⑫ ステア９段

⑬ Aフレーム レッジ、バンクバンク

⑭ ダウンtoフラットレール バンクtoバンク

⑮ マニュアル台

⑯ カーブボックス

⑰ フラットレール

⑱ ウェーブ

⑲ クォーターパイプ

⑳ フラットバンク

㉑ バンクトップレッジ

・バスケットゴール：２基

・アクリル樹脂舗装：１式

3ｘ3コートエリア3ｘ3コートエリア

・コンクリート舗装：１式

・コンクリート表面強化塗装：１式

整備面積：1,276㎡（29m×44m） 整備面積：510㎡（17m×30m）

・コンクリートセクション：21種

・練習用テニス壁：１基

・テニスコート舗装：１式

・アクリル樹脂舗装：１式

テニス壁打ち・ボール遊びエリアテニス壁打ち・ボール遊びエリア

スケートボードパークエリアスケートボードパークエリア

■スケートボードセクション名称■スケートボードセクション名称

整備面積：360㎡（12m×30m）

位置図

整備箇所整備箇所

稲美中央公園稲美中央公園

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑱⑱

⑰⑰

⑯⑯
⑮⑮

⑳⑳

⑲⑲

㉑㉑

⑭⑭

⑬⑬

⑩⑩

⑪⑪

⑫⑫

①①

N

　

７
年
度
に
整
備
工
事
を

実
施
す
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
、
３
×
３
コ
ー

ト
、
テ
ニ
ス
壁
打
ち
・
ボ

ー
ル
遊
び
が
で
き
る
施
設

の
平
面
図
等
が
示
さ
れ
た
。

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
に
は
、
初
級
・
中
級
・

上
級
エ
リ
ア
に
合
計
21
種

類
の
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ス
ケ

ー
タ
ー
用
の
坂
道
や
手
す

り
な
ど
）
を
設
置
す
る
。

問	

今
後
の
工
程
、
使
用

料
金
及
び
運
用
規
程
は
。

答	
工
事
請
負
契
約
の
入

札
後
、
議
会
の
議
決
を
経

て
７
年
度
中
に
完
成
予
定
。

　

使
用
料
金
及
び
運
用
規

程
は
運
用
開
始
ま
で
に
決

定
す
る
。

い
な
み
野
体
育
セ
ン
タ
ー

空
調
設
備
実
施
設
計
完
成

　

検
討
の
結
果
、
無
風
で

競
技
に
影
響
を
与
え
に
く

い
壁か

べ
ふ
く
し
ゃ
し
き

輻
射
式
空
調
（
壁
面

に
設
置
す
る
輻
射
パ
ネ
ル

に
冷
温
水
を
循
環
さ
せ
る

方
式
）
を
採
用
し
、
７
年

度
に
工
事
を
行
う
。

問	

工
事
の
完
了
時
期
は
。

答	

非
常
用
発
電
機
の
納

期
に
よ
る
が
、
７
年
度
末

の
完
了
を
目
指
す
。

障
が
い
者
緊
急
短
期
入
所

支
援
事
業

６
月
か
ら
事
前
登
録
開
始

　

10
月
か
ら
保
護
者
等
の

緊
急
時
に
障
が
い
者
が
一

時
的
に
短
期
入
所
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
町
が
空
床

（
１
床
）
を
常
時
確
保
す

る
。
利
用
に
は
事
前
登
録

が
必
要
。
利
用
を
希
望
す

る
人
は
事
前
登
録
申
請
を

行
い
、
面
談
、
登
録
前
体

験
利
用
を
経
て
事
前
登
録

の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
。

問	

緊
急
時
利
用
及
び
体

験
利
用
に
係
る
１
日
の
負

担
額
は
。

答	
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
定
め
ら
れ
た
支
援
区
分

に
応
じ
た
費
用
の
原
則
１

割
と
、
食
費
や
光
熱
水
費

な
ど
の
実
費
負
担
が
必
要
。

そ
の
他
調
査
事
項

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
計
画
策
定
な
ど
。

（
５
月
９
日
・
13
日
開
催
）

　

春
日
井
市
で
は
、
４
年

10
月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

主
体
と
な
り
、
自
動
運
転

送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
ゆ
っ
く

り
カ
ー
ト
」
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
関
係
者

が
協
議
を
重
ね
、
３
年
以

上
か
け
て
取
り
組
み
が
進

　

北
方
町
で
は
、
５
年
４

月
の
学
校
再
編
に
伴
い

「
北
方
学
園
ク
ラ
ブ
」
が

設
立
さ
れ
、
部
活
動
の
地

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
に
伴
う
交
通
課

題
の
解
決
策
と
し
て
注
目

さ
れ
、
内
閣
府
の
「
２
０

２
３
年
デ
ジ
で
ん
甲
子

園
」
地
方
公
共
団
体
部
門

の
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

域
移
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
日
夕
方
は
教
員
が
、
夜

間
や
休
日
は
社
会
人
指
導

者
が
指
導
を
行
い
、学
校
・

地
域
・
保
護
者
が
連
携
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
の
確
保
や
中
体

連
大
会
へ
の
対
応
、
人
間

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

課
題
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

�

（
５
月
22
日
～
23
日
）

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

樋口　瑞佳
小山　裕美
松村　芳樹
小笠　竜広
山田　立美
河田公利助
木村　圭二

総務福祉文教
委員会報告

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

部
活
動
の
地
域
移
行
が
完
了

愛
知
県
春か

す

が

い

日
井
市

岐
阜
県
北き

た
が
た方

町

視
察
レ
ポ
ー
ト

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
実
施
設
計
完
成

実
施
設
計
完
成

スケートボードパークエリア
スケートボードセクション：21 種

3x3 コートエリア
・3x3 コート：２面
・バスケットゴール：２基

アーバンスポーツ施設整備計画図（稲美中央公園内）
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平
成
30
年
７
月
の
西
日

本
豪
雨
で
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
高
梁
市
で
は
、

「
高
梁
市
地
域
防
災
力
向

上
委
員
会
」
を
設
置
し
、

改
め
て
防
災
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

目
標
・
行
動
計
画
を
明

確
に
し
た
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
防
災
講
話
の

実
施
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
配

布
・
貸
与
な
ど
、
災
害
に

強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

　

笠
岡
市
で
は
、
水
道
事

業
に
「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
管
路

診
断
」
を
導
入
し
、
管
の

状
態
の
見
え
る
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
調
査
の
効

率
化
を
目
指
し
、「
人
工
衛

星
を
活
用
し
た
漏
水
調
査

づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

よ
り
効
率
的
な
更
新
計

画
の
立
案
に
つ
な
げ
る
た

め
、
全
庁
的
に
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
の
取
り

組
み
で
し
た
。

�

（
５
月
20
日
～
21
日
）

　

稲
美
中
央
公
園
は
供
用

開
始
後
30
年
以
上
経
過
し
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
化

し
て
い
る
。
６
年
度
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
新
た
な
施
設

の
設
置
や
既
存
施
設
の
更

新
を
検
討
し
、
現
在
、
住

民
等
か
ら
広
く
意
見
を
聴

く
た
め
の
素
案
を
作
成
中
。

問	

「
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

新
た
な
施
設
」
と
は
。

答	

ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望

の
あ
っ
た
親
水
施
設
や
休

憩
施
設
設
置
を
検
討
す
る
。

問	

駐
車
場
増
設
予
定
は
。

答	

全
体
構
想
策
定
に
お

い
て
、
公
園
の
利
用
状
況

や
今
後
の
形
態
を
踏
ま
え
、

必
要
な
駐
車
場
を
確
保
す

る
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金

「
５
年
に
一
度
の
水
張
り

要
件
」
見
直
し
へ

　

水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
９
年
度
以
降
の

交
付
対
象
水
田
は
、
こ
れ

ま
で
は
「
５
年
に
一
度
、

水
稲
を
作
付
け
す
る
こ

と
」
を
基
本
と
し
、「
１
カ

月
以
上
の
湛た

ん

水す
い

管
理
の
実

施
」
か
つ
「
連
作
障
害
が

発
生
し
て
い
な
い
こ
と
」

が
要
件
と
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
７
年
１
月
末

の
農
林
水
産
大
臣
の
要
件

見
直
し
の
表
明
に
よ
り
、

「
９
年
度
以
降
は
５
年
に

一
度
の
水
張
り
の
要
件
は

撤
廃
」
さ
れ
る
。
ま
た
、

見
直
し
後
は
、
７
・
８
年

度
中
に
「
１
カ
月
以
上
の

湛
水
管
理
」
ま
た
は
「
土

壌
改
良
資
材
や
有
機
物
の

施
用
な
ど
に
よ
る
連
作
障

害
回
避
の
取
り
組
み
」
の

い
ず
れ
か
を
実
施
す
る
こ

と
が
要
件
と
な
る
。

問	

８
年
度
以
前
に
作
付

け
が
な
い
場
合
の
扱
い
は
。

答	

連
作
障
害
回
避
の
取

り
組
み
を
実
施
す
れ
ば
、

交
付
対
象
水
田
と
な
る
。

そ
の
他
報
告
事
項

　

７
年
度
の
主
要
事
業
計

画
、
汚
水
処
理
施
設
基
本

構
想
な
ど
。

�

（
５
月
７
日
開
催
）

ニーズに応じた施設の設置や更新を検討している
稲美中央公園

生活産業建設
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

藤田　義光
関灘　真澄
大山　和明
山口　　守
大路　　恒
池田　博美
長谷川和重

地
域
防
災
力
向
上
の
取
組
み

Ａ
Ｉ
に
よ
る
水
道
管
路
の
診
断
技
術
を
活
用

岡
山
県
高た

か
は
し梁

市

岡
山
県
笠か

さ
お
か岡

市

視
察
レ
ポ
ー
ト

全体構想・基本計画の見直し進む全体構想・基本計画の見直し進む
稲美中央公園
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第
177号

令
和

7年
7月

25日
発

行
発

　
行

／
兵

庫
県

加
古

郡
稲

美
町

議
会

編
　

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
〒

675-1115  兵
庫

県
加

古
郡

稲
美

町
国

岡
1-1

☎
079-492-9147（

直
通

）　Ｆ
Ａ

Ｘ
 079-492-7979

議会ホームページ

あなたの声を議会だよりに
☎079-492-9147（直通）　FAX 079-492-7979
電子メール gikai@town.hyogo-inami.lg.jp

議
会
だ
よ
りい

な
み

い
な

み

メ
ン
バ
ー
と
活
動
日
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

会
員
は
８
人
で
、
毎
週

木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分

か
ら
12
時
30
分
ま
で
、
障

害
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

　

聴
覚
に
ハ
ン
デ
が
あ
る

人
の
社
会
参
加
と
社
会
生

活
の
向
上
の
た
め
、
情
報

を
文
字
で
伝
え
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
は
、
会
場
で
講
演
者

な
ど
の
言
葉
を
即
時
に
パ

ソ
コ
ン
に
入
力
し
た
文
字

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

投
影
す
る
文
字
を
手
書

き
し
て
い
た
数
年
前
と
比

べ
、
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
は

一
度
に
多
く
の
情
報
を
伝

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
が
、
要
約
筆
記
者

に
は
早
さ
と
正
確
性
が
要

求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

毎
週
の
活
動
日
に
は
、
タ

イ
ピ
ン
グ
練
習
や
的
確
な

文
字
変
換
が
行
え
る
よ
う

漢
字
学
習
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耳
の
不
自
由
な

人
と
の
交
流
会
や
聞
こ
え

に
不
安
の
あ
る
人
に
も
参

加
い
た
だ
け
る
「
要
約
筆

記
付
き
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

年
に
１
回
か
ら
２
回
実
施

し
、
要
約
筆
記
の
啓
発
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て

望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

要
約
筆
記
の
普
及
と
新

メ
ン
バ
ー
加
入
を
望
ん
で

い
ま
す
。
要
約
筆
記
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
活

動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

町
に
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

　

公
共
交
通
機
関
を
充
実

さ
せ
、
誰
も
が
外
出
し
や

す
い
環
境
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

　

今
回
の
取
材
を
き
っ
か

け
に
読
ん
で
み
ま
し
た
。

字
が
大
き
く
行
間
も
広
く
、

読
み
や
す
い
で
す
。

要
約
筆
記「
ひ
だ
ま
り
」を
訪
ね
て

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

小
笠　

竜
広

　

副
委
員
長　

松
村　

芳
樹

　

委　

員　
　

小
山　

裕
美

　

委　

員　
　

樋
口　

瑞
佳

　

委　

員　
　

池
田　

博
美

　

委　

員　
　

木
村　

圭
二

　

６
月
27
日
に
観
測
史
上

最
速
の
梅
雨
明
け
が
発
表

さ
れ
、
連
日
暑
さ
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

関
す
る
こ
と
を
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見
、
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

�

（
松
村　

芳
樹
）

　

私
が
稲
美
町
に
嫁
い
で
一
番
に

驚
い
た
こ
と
は
、
水
道
水
が
甘
く

て
お
い
し
い
と
感
じ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
水
で
作
ら
れ
た
米
や
野
菜

は
家
族
皆
が
大
好
き
で
、
稲
美
町

産
食
材
で
作
ら
れ
た
学
校
給
食
も

安
心
安
全
で
、
日
々
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
い
な
み
っ
子
広
場
も
で

き
、
工
作
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く

過
程
で
、
と
て
も
住
み
良
い
町
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

三俣 淳子さん

（中新田）

●
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
140

要約筆記「ひだまり」のみなさん

稲美町に嫁いで感じたこと

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

講演内容を即時にパソコン入力
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